
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29  見直しを行ったうえで推進

H27
　前年度に引き続き、親水護岸や遊歩道の整備工事
を実施し、事業を完了させる。

忍川、旧忍川、酒巻道水路の３河川の親水護岸や遊歩
道の整備工事が完了した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28

 事業の縮小
 休止

H26
　ワーキング会議の検討結果を踏まえ、親水護岸や
遊歩道の整備工事に着手する。整備は県が実施す
る。

　ワーキング会議において、具体的な整備計画を決定
し、忍川・酒巻導水路の親水護岸工事に着手した。

 完了

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25

　埼玉県と協働で推進する「川のまるごと再生プロ
ジェクト」において、県関係機関、地域住民を交え
た市部会、専門部会や庁内部会を組織し、親水護岸
や遊歩道の整備内容を検討する。

　「川のまるごと再生プロジェクト」を推進するため
の、ワーキング会議を組織し、検討を行い、基本的な
整備方針を決定した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

事業の目的及び概要
「水の軸」として位置付けられた忍川や旧忍川、酒巻導水路は、市の中心部を流れ、市民にとって身近な河川であることから、河川環境の美化と身近な水辺空間の創出が求められている。この
ため、潤いや憩いの場となる河川や水路の親水護岸を整備するとともに、公園や緑道等との連続性をもった散策を楽しむことができる遊歩道を整備する。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

親水護岸や遊歩道の整備を完了する。

開始年度 25 年度 終了年度 27 年度

方針 32 快適な水辺環境を形成する 方針
施策 322 身近な水辺空間の形成 施策

分野 3 自然環境及び公園・緑地に関する方針 分野

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 総合政策部
課 企画政策課
担当 企画政策担当

プロジェクト名
B31

(C15) 忍川や旧忍川、酒巻導水路の親水護岸や遊歩道の整備促進

基本目標 1-1 美しい水と緑、田園風景が広がる、環境に配慮したまち 基本目標

施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段


